
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （天神段遺跡とその前後で建設が進む東九州自動車道） 
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※ 本誌の写真は，鹿児島県立埋蔵文化財センター及び上野原縄文の森の提供を受けてい

ます。



 

 

 

２ 歴代センター長 

          

 

 

 

 

 

3 設立の趣旨 
  これまで，鹿児島県立埋蔵文化財センターが様々な開発事業に先立ち,文化財保護法に基
づき，埋蔵文化財の発掘調査を行ってきました。しかしながら，近年，東九州自動車道建設
及び南九州西回り自動車道建設などの国の道路建設事業等の増加に伴い，埋蔵文化財調査の
事業量も増大することが見込まれ，その対応が困難な状況になってきました。 
そこで，公益財団法人鹿児島県文化振興財団に埋蔵文化財調査センターを本年 4月に設立

し，国事業に係る発掘調査を円滑かつ効率的に実施することといたしました。 
また，当調査センターは，埋蔵文化財発掘調査をとおして，本県の文化活動の一層の活性

化と個性豊かな文化の薫り高い地域社会づくりへの寄与を目指します。 
 

１ 沿革  

昭和48年 仮収蔵庫（鹿児島市本港新町）の設置 

昭和50年 県立鹿児島保養院敷地内（旧姶良町平松）に鹿児島県教育庁埋蔵文化財収蔵庫設置 

平成３年６月20日 県立埋蔵文化財センター（旧姶良町平松）の建設工事竣工 

平成４年４月１日 県立埋蔵文化財センターの発足，設置条例の施行，開所 

平成８年４月１日 県立埋蔵文化財センターの組織を，調査課を2係制から調査課3係制へ改編 

平成９年５月26日 上野原遺跡発掘調査について記者発表 

平成９年11月１日 南日本文化賞特別賞受賞（上野原遺跡の公開と啓発・普及） 

平成10年６月30日 「鹿児島県上野原遺跡出土品」767点が重要文化財に指定 

平成11年１月14日 鹿児島県上野原遺跡が国史跡に指定 

平成14年３月31日 「上野原縄文の森(仮称）」整備完了 

平成14年４月１日 
旧姶良町から旧国分市の「鹿児島県上野原縄文の森」に移転 

移転を機に「南の縄文調査室」設置 

平成14年４月１日 財団法人鹿児島県文化振興財団鹿児島県上野原縄文の森が発足 

平成14年10月５日 「鹿児島県上野原縄文の森」オープン 

平成17年４月１日 県立埋蔵文化財センターの組織を調査課２課４係制へ改編 

 

平成25年４月１日 

県立埋蔵文化財センター調査課２課４係制を１課２係制へ改編 
公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センターの発足 

 （組織体制：総務課，調査課２係制で開始） 

  

歴代 氏  名 在 任 期 間 

初代  冨田逸郎 平成25年４月～ 

Ⅰ 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センターが設立されるまでのあゆみ 



 

 

１ 所管事項 

  国事業に係る埋蔵文化財発掘調査を鹿児島県から受託し，円滑かつ効率的に実施する 

 ため，埋蔵文化財調査センターは次の事業を行う。 

(1)  埋蔵文化財の発掘調査 

(2)  埋蔵文化財の発掘調査方法の調査研究 

(3)  発掘調査による出土品等に関する資料の収集，研究 

(4)  鹿児島県立埋蔵文化財センターとの連携 

(5)  上野原縄文の森との連携 

(6)  その他必要な事業 

 

２ 運営方針 

  鹿児島県や国土交通省等との連絡及び調整を密に図り，国事業に係る埋蔵文化財の発

掘調査の円滑かつ効率的な実施に努めるとともに，発掘調査の実施にあたっては，鹿児

島県の定めた埋蔵文化財発掘調査基準を満たす精緻な調査を行う。 

 

３ 本年度の努力点 

(1)  新組織発足に伴う課題への取組と解決 

ア 新組織発足に伴い，今までにない様々な課題に対応するため，常に問題意識を持

ち，その課題の把握に努め，適時・適切な対処をする。 

(2)  発掘調査における労働安全衛生の確保 

ア 労働災害・事故の０を目指し，最善の注意をもって，未然防止に努める。 

イ 調査現場等の環境整備に努め，安全意識のさらなる高揚を図る。 

(3)  発掘調査の着実な推進 

ア 東九州自動車道建設に係る発掘調査を行う。 

イ 南九州西回り自動車道建設に係る発掘調査を行う。 

ウ その他国事業に係る発掘調査の連絡調整を行う。 

エ 県教育庁文化財課との連絡調整を行う。 

(4)  整理作業・報告書作成作業の着実な推進 

ア 東九州自動車道建設に係る整理・報告書作成作業を行う。 

イ 南九州西回り自動車道建設に係る整理・報告書作成作業を行う。 

(5)  民間調査組織の導入に係る改善 

ア 民間調査組織を活用して調査を実施し，発掘作業及び整理・報告書作成作業の円 

滑かつ効率的な業務推進を図る。 

イ 民間調査組織の活用にあたり，より良い調査を心がけ，一層の効率化を図る。 

(6)  県立埋蔵文化財センターとの連携 

ア 設備・備品等の利用に係る連絡調整を行う。 

イ 隣接遺跡の発掘調査に係る連絡調整を行う。 

ウ その他，労働安全衛生や防火管理等に係る連絡調整を行う。 

(7)  鹿児島県上野原縄文の森との連携 

 同一財団内の組織として，上野原縄文の森が主催する埋蔵文化財の普及・啓発事

業に協力する。 

Ⅱ 所管業務の重点事項 



遺　　跡　　名 所　　在　　地 調査期間 調査面積（延） 内容 調 査 起 因 事 業 

天神段
て ん じ ん だ ん

遺跡ほか 大崎町 Ｈ25.6～Ｈ25.10 8,000㎡

立小野堀
た ち お の ぼ り

遺跡 鹿屋市 Ｈ25.11～Ｈ26.3 8,935㎡

田原迫ノ上
た は ら さ こ の う え

遺跡 鹿屋市 Ｈ25.6～Ｈ26.1 17,050㎡

牧山
ま き や ま

遺跡 鹿屋市 Ｈ25.6～Ｈ26.1 23,000㎡

町田堀
ま ち だ ぼ り

遺跡 鹿屋市 Ｈ25.6～Ｈ26.1 20,850㎡

永吉天神段
な が よ し て ん じ ん だ ん

遺跡 大崎町 Ｈ25.6～Ｈ26.1 25,400㎡

荒園
あ ら ぞ の

遺跡 大崎町 Ｈ25.6～Ｈ26.1 6,900㎡

天神段遺跡 大崎町 Ｈ25.4～Ｈ26.3

立小野堀遺跡 鹿屋市 Ｈ25.4～Ｈ26.3

田原迫ノ上遺跡 鹿屋市 Ｈ25.4～Ｈ26.3

中尾
な か お

遺跡ほか 出水市 Ｈ25.5～Ｈ25.8 3,750㎡ 記録保存調査

堀之内
ほ り の う ち

遺跡 薩摩川内市 Ｈ25.4～Ｈ26.3

中郡
なかごおり

遺跡群 出水市 Ｈ25.4～Ｈ26.3

中尾遺跡ほか 出水市 Ｈ25.9～Ｈ26.3 整理作業

要覧・「かごしまの遺跡」

（１）　発掘調査

県立埋蔵文化財センターとの連携，協力

（２）その他

項　　　　目

整理・報告書作成

内　　　　　　　容

記録保存調査

整理作業

縄文の森との協力

         県立埋蔵文化財センターの施設や設備等の利用に係る連携，協力
　　　　 及び当調査センターの調査内容などを情報提供

         縄文の森が主催する遺跡見学会等の普及・啓発事業への協力

         要覧及び当調査センターの事業内容を紹介するリーフレットの作成

南九州西回り
自動車道建設

国土交通省
九州地方整備局

鹿児島国道事務所

東九州自動車道建設

国土交通省
九州地方整備局

大隅河川国道事務所

Ⅲ 事業概要



組織及び職員構成

総 務 課 長 総 務 係 長 主 査 岡村 信吾
主 事 上園 慶子

山方 直幸 （総務課長兼務） 事業推進員 今村 絵里
センター長 事業推進員 川崎 麻衣

冨田 逸郞
文化財専門員 彌榮 久志

〃 中村 耕治
〃 宗岡 克英

調 査 課 長 調査第一係長 〃 平木場秀男
〃 大岩本博之

鶴田 靜彦 八木澤 一郎 〃 関 明恵

・東九州自動車道 〃 國師 洋之
建設に係る発掘調査 〃 田畑 哲治

〃 松下 建生
〃 井手上誉弘
〃 黒川 忠広
〃 上床 真
〃 徳永 愛雄
〃 藤島伸一郎
〃 隈元 俊一
〃 湯場﨑辰巳
〃 岩永 勇亮

文化財調査員 岩下 直樹
〃 花薗 友美
〃 岩元 康成
〃 花田 寛典
〃 新屋敷久美子
〃 榎本 美里
〃 中村 有希
〃 江神めぐみ
〃 深川 祐子

文化財専門員 長野 眞一
調査第二係長 〃 抜水 茂樹

〃 森 幸一郎
寺 原 徹

・南九州西回り自動車道 文化財調査員 黒木 梨絵
建設に係る発掘調査 〃 川俣 唱子

・その他国事業に係る発 〃 稲垣 友裕
掘調査等の連絡調整

センター長 総 務 課 調 査 課 合 計

課 長 係 長 主査等 課 長 係 長 文化財専門員 文化財調査員※

１ １ (１) ４ １ ２ ２０ １２

１ ５ ３５ ４１

（注）総務課長は総務係長兼務
※ 文化財調査員は非常勤

Ⅳ 組織及び職員構成



　Ⅴ　施設の概要

(公財）埋蔵文化財調査センター

県立埋蔵文化財センター

調
査
課

南の
 縄文
  調査室

(県立）

(県立）

（公財） セ
ン
タ
ー
長
室

調
査
課

（公財）

一般収蔵庫

（公財）
(県立）



 

 

 埋蔵文化財調査センターは，国事業に係る用地内の遺跡を記録保存調査します。記録保存

調査とは，現状のまま保存ができない埋蔵文化財について，遺構の状態や遺物の出土状況を

写真や図面で精密に記録して保存する調査です。 

 

縄文時代の石剣 天神段遺跡（鹿屋市）    弥生時代の住居跡 田原迫ノ上遺跡（鹿屋市） 

古墳時代の地下式横穴墓 立小野堀遺跡（鹿屋市）   旧石器時代の石器製作所跡 堀之内遺跡（薩摩川内市）        

            

 

 

 発掘現場で出土した遺物の接合・復元などの整理作業を行い，その遺物の実測図を作成し

たり，写真を撮影して，出土遺物を記録保存し，発掘調査で得られた遺構の調査記録と併せ

て，記録保存調査の結果を公刊します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

上野原縄文の森等が行う遺跡の現地説明会等の普及・啓発活

動に協力します。 

Ⅵ 記録保存調査 

Ⅶ 整理作業・報告書作成 

Ⅷ 遺跡見学会等への協力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 鹿児島県上野原縄文の森の案内 

１ 展示館 

  重要文化財「鹿児島県上野原遺跡出土品」を中心に，

県内各地の出土品を展示し，縄文シアターやジオラマな

どで縄文文化を分かりやすく紹介しています。 

２ 遺跡保存館 

  国指定史跡内の竪穴住居，集石遺構，連穴土坑など約

9,500年前のムラの跡を，発見された状態のまま保存し，

展示公開しています。 

３ 地層観察館 

  上野原遺跡の時代を解くカギとなった桜島火山灰層

など，上野原台地の地層の実物を展示公開しています。 

４ 体験学習館 

  土器・勾玉作り，火起こしをはじめ，連穴土坑や集石

を使った古代食づくりなどの古代生活体験ができます。 

【開園時間】 
午前９時～午後５時 

（展示館入館は午後４時 30 分まで） 
 

【休園日】 
毎月曜日（休日に当たるときは，翌日） 
    （4 月 29 日～5月 5 日は開園） 
年末年始（12 月 30 日～1月 1日） 
 

【利用料金】 
         個人   団体（20 名以上） 

小・中学生 150 円 120 円 
高・大学生 210 円 160 円 

  大 人  300 円 240 円 

※県内の学校が，教育課程等に基づき，学習活動の 

一環として利用するとき等は減免措置有り 

 上野原縄文の森   

 

 

（公財）埋蔵文化財調査センター 

県立埋蔵文化財センター 

 

展示館 

遺跡保存館 

地層観察館 

体験学習館 

展示館 常設展示 
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（公財）埋蔵文化財調査センター
     

（公財）
上野原縄文の森

‘

県立埋蔵文化財センター

 埋蔵文化財調査センター
〒899-4318  鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森2番1号

TEL(代表) 0995-70-0574

FAX(総務課) 0995-70-0575 　FAX(調査課) 0995-70-0576

E-mail  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.jomon-no-mori.jp

休 所 日            土・日曜日，祝日，12月29日～1月3日

見学時間 午前９時～午後５時

公益財団法人鹿児島県文化振興財団

maibunchosa@tuc.bbiq.jp

道路案内マップ
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